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aを実数の定数とし，実数 xに関する条件 p, qをそれぞれ次のように定める．

p : x2 − x− 2 < 0

q : x2 − (2a+ 5)x+ a2 + 5a < 0

( i ) pを満たす xの範囲を答えなさい．

(ii) qを満たす xの範囲を aを用いて答えなさい．

(iii) pは qであるための十分条件であるが，必要条件ではないとき，aのとりうる値

の範囲を答えなさい．
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【答】

( i ) −1 < x < 2
(ii) a < x < a+ 5

(iii) −3 ≦ a ≦ −1

【解答】
p : x2 − x− 2 < 0

q : x2 − (2a+ 5)x+ a2 + 5a < 0

( i ) pを満たす xの範囲

(x+ 1)(x− 2) < 0

∴ −1 < x < 2 …… 1⃝ ……（答）

である．
(ii) q を満たす xの範囲

(x− a)(x− a− 5) < 0

∴ a < x < a + 5 …… 2⃝ ……（答）

である．
(iii) 1⃝を満たす xの集合を P， 2⃝を満たす xの集合を Qとおくと，pは qであるための十分
条件であるが，必要条件ではないということは

p
-� q ⇐⇒「P ⊂ Q」かつ「P \⊃Q」

⇐⇒
{
a ≦ −1

2 ≦ a+ 5
かつ「a < −1 または 2 < a+ 5」

⇐⇒ − 3 ≦ a ≦ −1 かつ「a < −1 または − 3 < a」

⇐⇒「− 3 ≦ a ≦ −1 かつ a < −1」

または「− 3 ≦ a ≦ −1 かつ − 3 < a」

⇐⇒ − 3 ≦ a < −1 または − 3 < a ≦ −1

⇐⇒ −3 ≦ a ≦ −1 ……（答）

である．


